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村
山
槐
多
の
挿
絵
六
点
、
関
連
写
真
一
枚
（
「
テ
ン
グ
非
天
狗
壮
快
旅
行
記
」
） 

  

●
出
典 

 

押
川
春
浪
・
弓
館
小
鰐
・
針
重
敬
喜
・
水
谷
竹
紫
「
テ
ン
グ
非
天
狗
壮
快
旅
行
記
」
（
『
武
侠
世
界
』
第

三
巻
第
一
〇
号
、
武
侠
世
界
社
、
一
九
一
四
年
九
月
一
日
、
二
〇
～
二
七
頁
、
表
題
と
執
筆
者
名
は
目
次

で
も
同
じ
表
記
に
な
っ
て
い
る
、
写
真
撮
影
者
不
明
［
本
稿
五
～
六
頁
参
照
］
、
村
山
槐
多
挿
絵
［
本
稿

三
頁
参
照
］
） 

   

●
寸
法 

 

二
〇
頁
の
写
真 

七
・
四
〇×

一
三
・
五
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

二
一
頁
の
挿
絵 

約
九
・
三
〇×

七
・
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

二
二
頁
の
挿
絵 

八
・
七
〇×

七
・
六
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

二
三
頁
の
挿
絵 

約
九
・
二
〇×

七
・
五
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 
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二
四
頁
の
挿
絵 

約
九
・
五
五×

約
七
・
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

二
五
頁
の
挿
絵 
九
・
三
〇×

約
七
・
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

二
六
頁
の
挿
絵 

九
・
四
〇×
約
七
・
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

  

〔
註
〕 

寸
法
を
「
約
」
と
し
た
も
の
は
、
測
り
に
く
い
た
め
正
確
で
な
い
可
能
性
が
あ
る
。 

   

●
解
説 

 

『
武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
一
〇
号
に
「
テ
ン
グ
非
天
狗
壮
快
旅
行
記
」
と
い
う
題
の
下
に
、
押
川
春
浪

「（（
一

））

耳
の
側
で
法
螺
貝
ブ
ー
ブ
ー
」
（
二
〇
～
二
一
頁

）、

弓
館
小
鰐
「（（
二
）
）

気
味
の
悪
い

こ
と
夥
し
い
」
（
二
二
～
二
三
頁

）、

針
重
敬
喜
「（（
三

））

脚
が
地
を
離
れ
ぬ
」
（
二
三
～
二
五
頁

）、

水
谷
竹
紫
「（（
四

））

春
浪
将
軍
の
奇
蹟
」
（
二
五
～
二
七
頁
）
が
載
っ
て
い
る
。 

こ
の
旅
行
に
つ
い
て
は
、
「
村
山
槐
多
の
関
連
写
真
二
枚

（「

本
社
主
催
壮
快
旅
行
」）」
に
お
い
て
詳

述
し
て
い
る

（

註

一

）

。
表
題
の
「
テ
ン
グ
非
天
狗
」
は
、
お
そ
ら
く
押
川
春
浪
が
そ
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
ス
ポ

ー
ツ
社
交
団
体
「
天
狗
倶
楽
部

（

註

二

）

」
の
メ
ン
バ
ー
と
非
メ
ン
バ
ー
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
。
天
狗
倶
楽
部
の
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会
員
構
成
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら
な
い
よ
う
な
の
で

（

註

三

）

、
旅
行
の
参
加
者
の
中
で
誰
が
天
狗
倶
楽
部
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。 

押
川
春
浪
が
旅
行
の
初
日
（
一
九
一
四
年
八
月
六
日
）
を
、
弓
館
小
鰐
（
弓
館
芳
夫
）
が
二
日
目
（
七

日
）
の
早
朝
か
ら
小
滝
の
坑
道
ま
で
を
、
針
重
敬
喜
が
小
滝
の
坑
道
を
出
て
か
ら
二
日
目
の
終
わ
り
ま
で

を
、
水
谷
竹
紫
が
三
日
目
（
八
日
）
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
る
。 

 

六
点
の
挿
絵
の
作
者
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
も
「K

a
ita

」
と
い
う
サ
イ
ン
が
書
き
込
ま

れ
て
お
り
、
村
山
槐
多
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
ど
の
挿
絵
も
原
画
が
現
存
す
る
か
ど
う
か
は
不
明
で

あ
り
、
詳
細
な
制
作
時
期
も
分
か
ら
な
い
が
、
槐
多
の
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
八
月
一
九
日
の
長
谷
部

武
二
郎
氏
宛
書
簡
の
中
に
「
来
月
の
武
侠
世
界
に
は
そ
の
記
事
に
僕
が
挿
画
を
入
れ
た
、
下
ら
な
い
仕
事

だ
が
見
て
呉
れ
た
ま
ひマ

マ

。
」

と
あ
る
の
で

（

註

四

）

、
そ
の
日
ま
で
に
は
描
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

二
一
頁
の
挿
絵
に
は
「
汽
車
中
の
春
浪
大
将
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
挿
絵
は
初
日
を
担
当
し
た
押

川
春
浪
の
旅
行
記
に
載
っ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
初
日
の
汽
車
の
中
で
の
押
川
の
姿
を
描
い
た
も
の
だ

ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
旅
行
に
三
日
目
か
ら
参
加
し
た
奥
村
二
秋
（
奥
村
卯
兵
衛
）
が
そ
の
日
に
日
光
で

「
電
車
」
に
乗
っ
た
と
こ
ろ
、
押
川
が
車
中
に
い
た
と
い
う
の
で

（

註

五

）

、
そ
の
時
の
押
川
を
描
い
た
可
能
性
も

否
定
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
帰
り
の
汽
車
の
中
で
の
押
川
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
槐
多
が
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
の
で
、

一
番
考
え
ら
れ
る
の
は
や
は
り
初
日
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
居
合
わ
せ
な
く
て
も

想
像
で
描
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
際
に
見
た
姿
を
描
い
た
と
考
え
る
の
が

自
然
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
挿
絵
は
初
日
の
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
八
月
六
日

か
ら
一
九
日
ま
で
の
間
に
描
か
れ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
挿
絵
は
、
原
田
光
編
・
構
成

「
村
山
槐
多
年
譜
」
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る

（

註

六

）

。 
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二
二
頁
の
挿
絵
に
は
「
カ
ッ
パ
と
カ
サ
と
コ
ザ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
挿
絵
は
、
雨
の
中
を
一
行

が
歩
い
て
い
く
光
景
を
描
い
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
旅
行
に
参
加
し
た
石
川
金
五
郎
に
よ
れ
ば
、

旅
行
中
は
毎
日
雨
が
降
っ
た
と
い
う
の
で

（

註

七

）

、
い
つ
の
出
来
事
を
描
い
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
二
日
目
の

早
朝
か
ら
小
滝
の
坑
道
ま
で
を
担
当
し
た
弓
館
小
鰐
の
旅
行
記
に
載
っ
て
い
る
挿
絵
な
の
で
、
そ
の
間
の

出
来
事
を
描
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
挿
絵
も
初
日
の
一

九
一
四
（
大
正
三
）
年
八
月
六
日
か
ら
一
九
日
ま
で
の
間
に
描
か
れ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
な
お
、

こ
の
挿
絵
の
右
か
ら
二
人
目
の
人
物
は
、
同
号
四
一
頁
の
挿
絵

（

註

八

）

に
描
か
れ
て
い
る
大
村
一
蔵
と
服
装
が
似

て
い
る
た
め
、
彼
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
帽
子
の
形
が
少
し
違
う
の
で
、
別
人
か
も
し
れ
な
い
。 

二
三
頁
の
挿
絵
に
は
「
庚
申
山
の
天
狗
逃
げ
出
す
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
「
庚
申
山
」
と
あ
る
の
で
、

初
日
か
二
日
目
の
こ
と
を
描
い
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
参
加
者
が
書
い
た
旅
行
記
と
感
想
文

の
中
に
「
庚
申
山
の
天
狗
言
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
の
で
、
そ
れ
以
上
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
挿
絵
も
初
日
の
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
八
月
六
日
か
ら
一
九
日
ま
で
の
間
に
描
か

れ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
挿
絵
の
左
下
に
描
か
れ
て
い
る
旗
の
「

T
N

G

」
と
い
う
文
字
は
天
狗
倶

楽
部
の
「
天
狗
」
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
水
谷
竹
紫
に
よ
れ
ば
、
三
日
目
に
一
行
は
「
今
日
は
緋

羅
紗
の
天
狗
旗
ま
で
押
し
立
て
ゝ
」
歩
い
た
と
い
う

（

註

九

）

。
し
か
し
、
挿
絵
の
旗
は
初
日
か
二
日
目
に
立
て
ら

れ
た
も
の
な
の
で
、
そ
れ
と
は
別
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。 

二
四
頁
の
挿
絵
に
は
「
足
尾
坑
内
に
て
弓
館
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
音
に
青
く
な
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

一
行
が
「
足
尾
坑
内
」
（
小
滝
の
坑
内
）
に
入
っ
た
の
は
二
日
目
の
こ
と
な
の
で
、
こ
の
挿
絵
は
一
九
一

四
（
大
正
三
）
年
八
月
七
日
か
ら
一
九
日
ま
で
の
間
に
描
か
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
出
来
事
に

つ
い
て
は
、
弓
館
小
鰐
本
人
も
「
頭
で
ズ
ド
ン
と
ハ
ツ
パ
を
や
ら
れ
た
時
は
胆
斗
の
如
き
小
生
も
流
石
に

ヒ
ヤ
リ
と
し
た

。」

と
書
い
て
い
る

（

註

一
〇

）

。
二
六
頁
の
挿
絵
に
弓
館
と
針
重
敬
喜
が
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
て
い
る

姿
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
右
側
の
眼
鏡
を
か
け
た
人
物
は
二
四
頁
の
挿
絵
の
眼
鏡
を
か
け
た
人
物
と
風
貌
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が
似
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
方
の
挿
絵
に
お
い
て
、
眼
鏡
を
か
け
た
人
物
が
弓
館
だ
ろ
う
と
推
測
で

き
る
。
二
四
頁
の
挿
絵
の
中
で
、
弓
館
と
思
わ
れ
る
人
物
の
頭
上
に
手
か
ら
何
か
を
提
げ
た
人
物
が
い
る

の
で
、
も
し
か
し
た
ら
こ
の
人
物
が
持
っ
て
い
る
も
の
が
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
れ
は
右
端
の
人
物
が
持
っ
て
い
る
照
明
と
似
て
い
る
の
で
、
照
明
で
あ
る
可
能
性
の
方
が
高
い
か
と
考

え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。 

二
五
頁
の
挿
絵
に
は
「
中
禅
寺
湖
見
ゆ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
一
行
が
中
禅
寺
湖
に
い
た
の
は
二
日
目

と
三
日
目
で
あ
る
が
、
「
中
禅
寺
湖
見
ゆ
」
と
い
う
文
面
か
ら
判
断
す
る
と
、
二
日
目
に
中
禅
寺
湖
に
辿

り
着
い
て
湖
を
見
た
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
挿
絵
も
一

九
一
四
（
大
正
三
）
年
八
月
七
日
か
ら
一
九
日
ま
で
の
間
に
描
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
適
切
だ
ろ
う
。 

二
六
頁
の
挿
絵
に
は
「
弓
館
対
針
重
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
針
重
敬
喜
の
旅
行
記
に
よ
れ

ば
、
弓
館
小
鰐
と
針
重
が
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
た
の
は
二
日
目
に
泊
ま
っ
た
宿
屋
に
お
い
て
で
あ
る
の
で

（

註

一
一

）

、

二
日
目
か
三
日
目
の
出
来
事
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
二
日
目
を
担
当
し
た
針
重
の
旅
行
記
の
末
尾
に

そ
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
二
日
目
の
出
来
事
だ
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
挿
絵
も
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
八
月
七
日
か
ら
一
九
日
ま
で
の
間
に
描
か
れ
た
の

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
て
い
る
二
人
の
う
ち
、
右
側
の
眼
鏡
を
か
け
た
人
物
が

弓
館
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
二
四
頁
の
挿
絵
の
解
説
に
お
い
て
既
に
触
れ
た
。
よ
っ
て
、
左
側
の
人
物
が

針
重
だ
ろ
う
。 

 

二
〇
頁
の
写
真
「
日
光
白
雲
の
滝
に
於
け
る
一
行
」
は
、
三
日
目
（
一
九
一
四
年
八
月
八
日
）
に
撮
影

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
参
加
者
が
書
い
た
旅
行
記
と
感
想
文
の
中
に
白
雲
の
滝
へ
の
言
及
は
な
い
が
、
こ

の
滝
は
華
厳
の
滝
の
近
く
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
一
行
が
華
厳
の
滝
を
見
た
の
は
三
日
目
な
の
で

（

註

一
二

）

、
白
雲

の
滝
を
訪
れ
た
の
も
同
じ
日
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
写
真
の
撮
影
者
は
無
表
記
な
の
で
不
明
だ
が
、
も
し
か
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し
た
ら
大
村
一
蔵
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

（

註

一
三

）

。
こ
の
写
真
に
は
槐
多
が
写
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

各
人
の
顔
が
よ
く
見
え
な
い
の
で
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。 

  

な
お
、
押
川
春
浪
の
旅
行
記
に
お
い
て
、
小
杉
未
醒
の
発
言
が
引
用
さ
れ
て
い
る

（

註

一
四

）

。
小
杉
の
著
作
権
は

ま
だ
保
護
期
間
が
終
了
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
発
言
の
内
容
を
正
確
に
伝
え
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
な
ど
で

は
な
く
、
後
に
な
っ
て
か
ら
押
川
が
引
用
し
た
も
の
な
の
で
、
発
言
の
内
容
を
ど
こ
ま
で
正
確
に
伝
え
て

い
る
の
か
は
分
か
ら
ず
、
実
際
の
発
言
と
は
細
部
に
お
い
て
異
同
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
商
業

的
に
利
用
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
研
究
目
的
で
引
用
し
て
い
る
の
で
、
引
用
し
て
も
著
作
権

の
侵
害
に
は
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
が
、
も
し
著
作
権
者
様
が
掲
載
中
止
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
適
切
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
。 

   

執
筆
者
・
発
行
者 

植
田
智
晴 

二
〇
一
三
年
二
月
二
〇
日 

初
稿
発
行 

二
〇
一
三
年
六
月
二
二
日 

第
二
稿
発
行 

二
〇
二
三
年
一
二
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